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9.	 	 研究実績の概要	 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	 

入力音声の特徴を自動的に学習しながら、リアルタイムで声質を自在に変換・制御できる次世代ボ

イスチェンジャー技術とその応用技術の構築を目指し、要素技術である高品質なリアルタイム声質変

換法の構築（実施計画１）と自動オンラインモデル適応法の構築（実施計画２）に取り組んだ。	 

高品質なリアルタイム声質変換法として、時間フレーム間相関を考慮した短遅延変換処理と高次統

計量を考慮した変換音声強調処理を実現した。また、高い変換性能を保ったまま演算量の削減を行う

ために、全共分散混合正規分布モデルに対する同時対角化処理を導入するとともに、応用例の一つで

ある肉伝導音声から通常音声への変換においては、残差波形を利用した変換法を提案し、その有効性

を示した。	 

自動オンラインモデル適応法として、最尤線形回帰処理に基づく変換モデルの教師無し適応法を提

案した。また、適応データが少量しか得られない際に、より頑健な変換モデル適応処理を実現するた

めに、最大事後確率推定処理を導入した。これらの適応法を様々な入力話者に対する変換処理（多対

一変換）に適用し、従来法である固有声変換法と比較実験を行い、各手法の有効性を示した。	 

さらに、声質制御処理に必要となる出力側におけるモデル構築・適応技術（一対多変換）について

も検討した。固有声変換に基づく声質制御法を拡張することで、声質制御機能を保ちつつ、声質適応

機能を改善する手法を提案した。また、非線形処理に基づく声質制御法を提案し、声質制御性能を改

善できることを示した。さらに、音声翻訳システムの出力音声の声質制御という応用例において、声

質制御・適応技術を導入し、その有効性を示した。	 
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